




































ではsphere形成が認め られた。 ヌー ドマウスに
おける腫瘍形成能は,NRS1の1/10～1/100の細胞
数で もNRs1Aは腫瘍 を形成 した。定量PCR法
ではNRs1に比べてNRS1AではCD44が2.4倍,
CD133が5倍,　ALDH1A1が16.8倍に発現 の上昇
が 認 め られ た。 ザ イモ グ ラ フ ィ ーに お け る
MMP13活性 は お よ そ20倍に増 加 した。 さ ら に
sphere形成,　ALDH1A1の発 現 ザ イ モ グ ラ
フ ィー につ い て は,NRs1Aを 一 過性 に酸性pH
で刺激 す るこ とで さらに増加す る ことが確 認 され
た。
【結　論】癌組織における酸性細胞外pHは,癌
幹細胞様細胞の維持に寄与する微小環境因子であ
る。
